













　Altorientalische Teppiche（1891）is the first book of the art historian Alois Riegl（1858-
1905） and highly significant in the development of his whole activities.  Furthermore, 
it is regarded as the starting point of theoretically exact studies in Teppich in general. 
So, in the former issue（Vol. 123, July 2014）of this periodical, I introduced the 
Vorwort and Einleitung of the book with a chronological survey of Teppich-studies in 
the 1970s. Then, in the next issues（Vol. 126, December 2015）the first chapter, Der 
gewirkte Teppich, （Vol. 127, June 2016 ; Vol. 128, January 2017）the second chapter, 
Der Knüpfteppich, and（Vol. 129, June 2017） the third chapter, Susandschird.
　Now, with great respect for the content of the book, I continue my same work on 
the former part of the chapter Ⅳ, Der Knüpfteppich im Verhältnis zur altorientalischen 
Kunst, with an auxiliary part of another book. As before, in order not to miss any 
detail I have translated the whole of this chapter into Japanese here.
　The original text is as follows:
Alois Riegl, Der knüpfteppich im Verhältnis zur altorientalischen Kunst. in: 
Altorientalische Teppiche.
　　Mäander Kunstverlag 1979（Nachdruck der Ausgabe 1891）S. 109-147. 
Alois Riegl,［（chapter）Ⅱ］in: Volkskunst, Hausfleiß und Hausindustrie. 



















































































































































































































の明るみに出されたのに、後者の相互滲透の結果は余りにも一方的 没落や衰退と見做し、無視しても差支 いと思われてきた。けれども実は 古くて不動なるものと若くて流動するもの同 能力あるものとの接触は むしろ新たな文化期芸術期の始まりと把握すべき事柄であって、この時期は生成しつつある中世と多々 ペルシア戦争以前の時代よりも遥かに緊密に連関するのである。　
オリエントにおける相互的な影響や調停の過程を望ましいほど精確 追うことはいまなおできないにせよ、それ
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Ⅴ） 。硬貨周囲に刻印の


































































Ⅴ. p. 29 ）も決して古典古代と無縁の形体ではなく、それゆえ、これらに何故デュラフォアが格別な

























































ポタミ やイランなる木材に乏しい地方の古い持物であり、現に太古の時代から中世にまで間断なく受継がれてきたと思われる。すでにエジプト ラメセス葬祭殿やニネヴェで指摘さ た尖頭迫持［
オジーヴ
］がホスロー王宮に
登場するのも右の連関の事柄で、ここでは上 の負担軽減のため丸屋根 大穴が開けられたが、 こと 特徴的ながら明るい穴 向きは、飾粧の正面部へ向けてでなく、観る者 眼差には隠 れている建物内部へ向けてである。このように西
オクシデント
洋においてと同様ここでも初期中世に、伝承された共有的後期古代図式の内部で、まずは純粋に実務
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Ⅱ. 10. Stephani の論評は
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ebe von 1000 vor C






































































































































































































in : Illustrierte Zeitung, N
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3 vols. 1865-1867 ］
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造形へと通じている可能性、どころ 蓋然性は、無論この関係についての願わし 明瞭性はヘレニズム装飾文様法の詳細な研究後にようやく得られるしかないが、決して疑える とでな 。しかし当面の事例でカラバツェクは、同じ学説の信奉者総勢と同様、またもや後期ローマ古代 万事を平準化する国際的意義を過小に評価する。それでも花瓶や花束 両側に一対の動物という配置は後期古代共通の意
モティーフ
想であり、これがササン朝芸術や中世・オリエン



































































































istoire de  
l ’art dans l ’antiquité, 
Ⅴ. p. 866 ） 。アレクサンドロス後
ディアドコイ
継者のもとではじめて、虎の形像呈示を好んだ一ペルシア絨毯産






















































oste, fig. 12 ） 、もう一つには雄猪（
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間の本性に抜きがたく根差 ていることだが、強者はおのれの優越性を弱者に感じさせる。このことはもともと主に肉体 強さ つ て言え のだが 開化 進むにつれて優越性は精神の領域で重さを増した 例えば今日では、生れつき肉体の長所をたっぷり具えている誰かが、この長所をわざわざ磨いて周りの連中の面前で羨しがらせてやろうと努めても、この振舞いの実質は、例の旧約聖書の強者サムソンがお れの強さに驚嘆させてやろうと仲間を殴った振舞いと、何ら変りがな 。　
ところで家族所帯の内部では、強者と弱者の区別は、これを言張る強者の試みがしばしば突発するまでになって、









一部を我が物とする。弱者 絶滅となれば、人類発展のこれまでの方式に何の変りもなかった。弱い所帯は消えて代りに強い所帯が登場、両者間に生じていた交際は敵意ある交際でしかなかったし、弱者の抹殺で終って、後を引く結末をもたなかった。弱者が逃れて、これまで住む者のなかった新たな居場所を得るとか、自分らより 者を追払うなどの成功があ ても、これはほとんど大切な帰結でなかった。はじめて闘争の結果が由々しい重みを得たのは、 弱い所帯が抹殺とならず、 さりとて追放 もならず、 強者を相手とする従属と依存 間柄
00000000
に入ったときである。
























































あらゆる混合形体を採用するばかりで、ただのろ ろと不承不承にしか順応していない。それどころか、この過程が東部では今日に至るまでも続いていて、現在われわれは、昨日まで依然ほとんど家父長制で生活の郷民が不意今日は最近代式議会主義へ飛躍、と う類の風変りな見世物を楽しんでいるが、当然これは結果として多々奇妙な姿を見ずには済まぬ事柄であ 。　
私には、この際くどくど説いて、世界史上はじめて国体形成の生じた時点の意義、全般的文化状態の発展にとっ







































































































































農民は、みずから麻を植え、羊を飼い、糸を整えて紡い 、これを染め、ただ織成の労働そのものだけは、そのために雇った織工に委託する、という仕方で絨毯 織らせて る。だがヨーロッパ西方の賃金仕事との相違として直ちに力を込めて強調しなければならないのは、この賃金仕事がヨーロッパ東方では、ゲルマン諸国ロマン［ス］諸国においてのごとく奴隷制度を経て成立した でなく、原始的な家内仕事からそのまま生じてきたことである。この推移が引起されたのは、ことに近代の交通の便で次第に増す西方の人々や経済事情との接触によってである。古い家族所帯は緩むか消える──家族内 の用事向け労働力が徐々に欠けはじめ、こうなる 、やむを得ず賃金仕事に慣れるしかなかった。だが近年の東部ヨーロッパ おける経済機構の変革 余りにも速
テムポ
度が速すぎて、家内仕事
を見棄てるや、しばしば賃金仕事 段階、まして手仕 の段階は飛越えてしまう。そのような進み方を、ことに南スラヴの諸地方での発展が取っている。多くの証言による ほんの十数年前 はなお住民たる農民のもと 少々の賃金仕事は交えても 専
もっぱ
らとしてよいほどに家内仕事の経済体系が支配していた。今日の当地では、古い手先の











































































































































式を受入れて自分用に仕上げよと、主人が奴隷に行使できる強制のもとにはない。にもかかわらず雇主は、いまや自由になった労働者つまり賃金仕事師に、かつて主人が奴隷に行使したより少いどころか、むしろ遥かに多大な影響を及ぼした。というのも仕事の出来に善さや美しさの差 あろうとなかろう 、 かなる事情のもとでも奴隷主人に生計供与 求めてよかった に、この点で賃金仕事師が頼れるのはおのれの労働の成果だった らである。その労働を得るためには何よりも顧客 希望を顧慮しなければならなかった。こうした希望を芸術［
技芸
］的関係























































う。だが原初の自律的家族所帯の完結態もひとたび一時点で壊れて、他人と他人と これまでよ 近しい持続的接触に入る けで進行過程が、すなわち、自然必然的に範囲をますます拡げ、ま ます多くの郷民芸術を壊すか仲間にするかして、ますます高次の組織へと導かずにはいない進行過程が始まった。しかし両者それぞれの形体を触れ合せ混ぜ合せることで郷民芸術の段階を越えて進ませる、まず最初の
00000
刺戟を与えた郷民芸術の双方には、当然なが
ら、 以後の発展過程にとって 格別な意義を認めなければならない。 やはり両者こそが互いに感化し合 浸透し合っ
55
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の作品である。地上あらゆる他民族の生活や行動について 依然われわれ回顧者には見通せない暗闇が延びている時代に、古代エジプト人は不朽の材料でピラミッドを築き、神々や王たち 立像を彫り 自分らの墓壁には、ものごとの内
なかみ
容や墓標の高次目的を呈示する形像を描いていた。並行する事柄として芸術作品建立者の姿に見られるの





















にわれわれは、芸術を継続的 創造する作用が次第に弱まってゆく、原因ではなくとも随伴する諸事情をはっきりと摑むことができる。 の民族には、時が経つにつれ、諸他の民族との実りをもたらす接触や結合に入る能力が失せてしまった。勿体ぶって自分自身 閉籠り、絶えず新鮮な若返りの精気を注いでくれたでもあろう運河を封鎖した。その間に諸他の民族 エジプト から頂戴したもので建造を先へ進めたが、このこと 早 古代オリエントの大世界の専制君主国 わで起きていた。アッシリア人 都市建設や歴史 浮彫群、フェニキア人の輸出や交易の活動、これらは当時、西アジア は全般的に、どれほど家内仕事や郷民芸術を越え出ていたか 鮮かな証拠である。だが、この方向への最も決定的な最大の歩みを進めたのは活動 なギリシアの民族であった。　
世界史年表への精確な嵌込みを少くとも今日まではなお拒んでいる時代にあって、早くも後代へラスの住民は、





























点であるの 同じく、郷民芸術の最も極端な敵対者を成すと見えるが、実際には、世界帝国にしても普遍芸術にしても、要素的なるもの単純なるものを無限大へと高めただけのもので、それだけ 双方とも姿はもはや元へ戻されることがないのであ 。国際的 ローマ普遍芸術はキリスト紀元最初 二百年で頂点 達した。ローマ普遍芸術の諸々の形式は 以後しばらく あいだ、途方もない帝国の精神的に疲弊した 目に映る地方全体において、きわめて権威あ 威信および不可侵性を要請してきたと思えるゆえに、 このことに起因する停滞を挙げるだけでも十分に、なぜローマ帝国では、紀元三世紀四世紀に政治的な勢力充溢の翳りが始まるか始まらないかのうちに、早くも創造の領域での手酷い後退が人目に付いたの 、という事情の説明になろう。古い郷民芸術はまさしく死んで飲込まれていたし、帝国の辺境にあって使い尽されていなかっ 郷民芸術 見られるも は余りにも卑小些末で、地中海沿岸何千年にもわたる芸術繁栄の豊かな実りである圧倒的な記念碑的ローマ芸術が相手では、さしあたり極小の影響力すら行使できるどころではなかった。古代から遺された諸々 形式が芸術的精練ではまこ に貧弱な段にまで引下げられ、こうなった古い形式との新たな実り 結合を 世界帝国 辺境から押寄せて新鮮 未使用程度もかなりの郷民芸術が大胆に進めるには、芸術的要求と芸術的創造作用との力強い逆戻りが必要であった。だが、こうした郷民芸術の育て親たる担い手は同時に、 ローマ の政治の普遍的支配を終らせる人々でもあった。 そ てローマ帝国の崩壊が結果とし 北方の侵略者のがわで家父長制的家族所帯の再建とはならなかったよう 伝来 ギリシア・ローマ芸術に代えて北方どれか 郷民芸術を据えることもでき った。政治においても おいても、中世の初頭に新たな形像を合成する際の指導的要素 古代に変りな ったのは、 古代の方が 者だったからで る。
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主に、やはり北方の森から出て自分の使命に向けて歩むには、俄かのことで蛮族には全く準備もなかった事情にある。本来の国体形成の領域におい と同様、すで 多々ローマ人の芸術でも蛮族が自分の力を試してきたのは、西ローマ帝国 オドアケル（
O
doaker, 433-476-493 ）でゲルマン人最初の統治者を与える以前のことである。いわゆる




て北方へ輸出の品も多かろう。しかし疑いなく大多数は明るみに出た地方で生産の品々であり、こうして地中海芸術がわからの影響が否定しがたく証明される 思われる。他方で、当の出土品 知られる個々 金工技 の熟達度がきわめ 高いことは、もはや原始的な家内仕事（
H
ausfleiß ）体系に固執している在り方とはほとんど合わず、そ















への地中海地方の影響にも、決してゲルマン人ほど深刻には心を動かされなかった。また、西や南の古文化所在地の近くへ進出できた は、自分らの家内仕事や郷民芸術の伝統を保護し固持することにとって 考えられる限り絶好と言わなければならぬ境遇下 おいてであった。というのも、いまや文 の担い手たるゲルマン人が中世初頭の世紀に忙殺されていたのは、政治
･
経済・芸術との関りについて、自分ら自身の限界内で身を固めることだったか

















































































































られるかと調べてみたい。郷民芸術 徴標の一つは、諸々の形式が当の郷民に属す 全員に知られていて現に使われていることにある、 と説明された。 この点は今日もはやヨーロッパではどこ も絶対に見当らず、 すでに中世でも、もはや無条件では通用しなかったであろう。政治の発展過程 到 と ろに身分の相違が生じていた。郷民芸術忠実であり続けたの 、およそ原始時代にはただ れ みの身分 農民階級だけ あった。郷民芸術第二の本質的徴標としてわ われが挙げたのは 諸々の形式において 、少くと 表面的な目には不動と見える伝統 支配である。この伝統が外国の要素を受入 こ で壊 るところで 、郷民芸術も、おのれの特殊性格を失う危険、国際的流
モード
行に場を明渡さなければならぬ危険を冒す。原始的時代の現地自生の諸形式への永続的固執を主に支えた事
情は、交易が絶対に無かったことにある、とわれわれは見た。 東部ヨーロッパあれこ 地方が相互の交易や、さらに広い周囲との交易へと引込まれたのは、決して鉄道、等々 ある近代が初めてではなかった。すでに比較的低い文化段階で、あれこれ否応なしと感じら たであろう必要は、疑いなく早く 先史時代に中部ヨーロッ
65
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は豊かに耕されていた文化土壌が、政治的変革参入の結果として孤立化し、このために文化の全領域でまずは停滞、さらに時は移って退化までもが登場せざ を得なかった。こうして例えば の小アジアでは、往昔の文化繁栄の地で純然たる家内仕事の物づくりに出合う。諸々の進歩せる芸術形式は、無論もはや取外せないが あれこれの拘束も仕方なく受けるしかなく、こうして郷民芸術風の性格にま も近付かなけれ ならなかっ 。まことに興味深く意義深いこと明かな、このような事情を判定するにあたり、どれほど決定的 役割が、一方では芸術史の研究のもの、他方では経済的生産関係 綿密精確な観察のもの、とならねばならないか、明々白々である。　
郷民の文化および経済的発展が進めば進むほど、当然それだけ郷民芸術の残りを突止めることは難しくなり、そ























leidung ） である。亜麻 （
F













































eibrock ） 、 さらに前垂れ （
Schürze ） 、 絨毯 （
T















































































































ipso facto ） 、家内仕事の性格ならびに郷民芸術の性格も等しく失われざ
るを得なかった。これを見て、郷民芸術の領域での現下火急 問題に、われわれが駈付けてきたのである。
　　　　　　　　
［二─了］
　　
［一八九四年］
